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要口 .腰推神経‖,形 は症状
"II琲
で また腰4t推椎「]]ι外供,は 画像診断が1七しく とも

に診JF 湘彙に苦慮すること力`多
い疾患である 今回オ●れわれは 政問な下順痛を呈したい

歳男性の症倒にし5/Sl泄 間イt小窮変と誇断し 内l lJ手術を行ったところ 同部で神経投奇

形が見0か り 後方除圧術で症状の軽供メ■られた 症状と面像所見が合致しない庁例では

神経棋奇形や推円ft●|でのll音を合頭に置句 要がある

は じめ に

1,催神経根今形は これまで書壼造影 厠本の解剖

また手桁争によ)多 くの報告
',が
あるが その多くは

寺佳管内で見うかつたものである 今回 L●●●111‖

lι外で書推内視鏡引 i`|に証められた神経根奇形を経

験したので報告する_

I症  例

〔健 例〕 56歳男性 会社員

主訴 .た下皮銘

確 歴 特ヽ記すべきことはない

現膚麟 6,.前よ,誘因なくな下核誦が発症し続い

ていた 内li彙 硬膜外プロックの治線を行つたが

効果tit,っ た

身体所見 .左殿部から大腱後面 下Ш後面 アキレ

ス腱 足底に痛みがあった 腰

"は

認めなかった ま

Mo口 ,`●SHiBAYAMA otJ 挫川市民病院 整形
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図 1 ‖党鈍藤の]位

左下肛後面と足背 足底

にあった_

|csms 5 4 E*Arm6r3 l 'EmTa

た左下肢痛により 問畑 跛行があり ■痛が強いと

きは lo mほとしか歩けなかつた しびれと知党lt籠

の範囲を図 1に示す StRテ ス トは左船 で閣性

K●mpテ ストも々で対性 PTR ATRは 正.lであっ

た 左li胆骨筋 (TA)と長
"趾
イi筋 (以lt,1=MMT

4の前力低 ドがあった.日 本整形外引学会辰痛浩僚成

績判定基準 10Aス ●ア)i=′ 2,, Vζ ●J。●●

b● o¨洲o(VA● l`=90 mmで あった

L5/Sl lL間子L外で発見された神経根奇形の 1例
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